























































































 高→低 低→高 
Kaki /kaꜜki/ 牡蠣 HL /kakiꜜ / 垣 LH 
Kaki-(ni) /kaꜜkini/ 牡蠣に HL(L) /kakiꜜ ni/ 垣に LH(L) 
 
HL… /kazoku/, /ani/, /gohan/ 









































く、それゆえに、高いと認識されるのである [Vendetti, 2005] 。 
? 47 ?
 箸（が）：HL(L) ‐起伏             橋（が）：LH(L) ‐起伏 
 
 端（が）：LH(H) ‐平板 
 
 日本語の高低アクセントの規則は品詞によって変化する。つまり、名詞、動詞・形容詞















音節総数 頭高型 中高型 中高型 尾高型 平板型 N+1 
１ H(L) X X X L(H) 2 
２ HL(L) LH(L) X X LH(H) 3 
３ HLL(L) LHL(L) LHH(L) X LHH(H) 4 












 N2 合成語 合成語 
アクセン
ト保持型 /neꜜko/ 
猫 HL /manekineꜜko/ 招き猫 LHHHL /oyaneꜜko/ 親猫 LHHL 
アクセン
ト移動型 /ko/ 子 H /maiꜜ go/ 迷子 LHL /oya ꜜ ko/ 親子 LHL 
平板型 
 






 N2 合成語 合成語 
Type1 
(尾高型) /otokoꜜ/ 男 LHH /yukioꜜtoko/ 雪男 HHLLL /ameoꜜtoko/ 雨男 HHLLL 
Type1 
(平板型) /sakana/ 魚 LHH /yakizaꜜkana/ 焼き魚 LHHLL /namazaꜜkana/ 生魚 LHHLL 
Type 2 
 /maꜜkura/ 枕 HLL /dakimaꜜkura/ 抱き枕 HHHLL /hizamaꜜkura/ 膝枕 HHHLL 
 
5.1.2. 外来語 

















 起伏型である単語では、モーラ総数が増えれば増えるほど、ピッチの下降が Antipe- 
nultimate(最後から三番目の音節)である可能性が高いので、起伏型では、Antipenultimate
を用いると、高い確率で正しいアクセントで単語を発話できる。 
 起伏型である 3モーラの名詞の場合は以下の表のようになる。 
 





和語   59％   33％  9％ 
外来語   96％     2％  2％ 
漢語   95％     2％  3％ 

















































 起伏 平板 
和語 29％ 71％ 
漢語 49％ 51％ 
外来語 93％   7％ 
? 50 ?



















































































ものであり、単に機能語につくものではない [Sato, 1991]。例えば、以下のようになる。 
 










       例：PREsent, EXport, geoGRAPHic, reveLATion, SLENder, HAPpy 
? 51 ?
    動詞：ストレスは最後の音節に置かれる。 









































































 男子 女子 
2年生   4 1 


















































































 ミニマルペアの生産にのみ集中して praat演習を繰り返し、結果を比較させた。 
 




































参加者番号 最初のテスト 最終のテスト クラス出席 
1 114 127 5 
2 42 50 3 
3 32 101 5 
4 37 87 5 
5 89 92 4 
6 54 58 2 
7 21 62 3 
8 96 125 5 
9 25 32 3 
10 68 78 3 
11 45 32 1 
12 39 84 4 
13 55 54 2 
14 19 79 4 
15 27 92 5 
16 26 70 3 
? 57 ?
17 31 98 5 
18 14 85 5 
19 42 47 1 
20 19 46 3 
21 22 43 3 
22 44 51 3 
23 29 69 3 
24 38 45 2 
25 60 49 4 
26 70 98 1 
27 92 104 5 
28 14 25 5 
29 26 60 5 
30 31 72 3 
31 26 27 5 
32 22 50 5 
33 58 69 4 
34 28 26 2 

















 出席 1回 出席 2回 
初回テスト平均 最終テスト平均 平均上達度 初回テスト平均 最終テスト平均 平均上達度 




出席 3回 出席 4回 
初回テスト平均 最終テスト平均 平均上達度 初回テスト平均 最終テスト平均 平均上達度 































 出席 5回 全員 
初回テスト平均 最終テスト平均 平均上達度 初回テスト平均 最終テスト平均 平均上達度 
52.3 59 6.7 43.8 45.8 2 
出席率からみる上達の平均は以下のようである。 
Attendance 1 2 3 4 5 











Attendance 1 2 3 4 5 
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